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異文化理解支援事業 

2011年度～2020年度研究活動実施結果 
 

 

（説明） 

・研究活動については、2011年度～2020年度の外部評価委員会資料の「自己評価書（研究活動

用）」について、各年度分を掲載しています。 

・2013年度、2014年度、2016年度の研究活動については、2014年度及び 2017年度に機関評価

委員会を開催したため自己評価書は作成していなく、事業実施計画書を掲載しています。 

 

 

 

 

 

 

 

研究テーマ 頁 掲載資料 

プロジェクト研究 体

系的な継続高等教育の

枠組みとそのあり方に

ついて 

314 2011上半期 

自己評価調書 

2011下半期 

自己評価調書 

2012 

自己評価調書 

2013 

事業実施計画書 

個別研究 異文化交流

に向けての言語コミュ

ニケーション研究 

321 2011上半期 

自己評価調書 

2011下半期 

自己評価調書 

2012 

自己評価調書 

2013 

事業実施計画書 

個別研究 文学研究を

通じた異文化理解 

328 2011上半期 

自己評価調書 

2011下半期 

自己評価調書 

2012 

自己評価調書 

2013 

事業実施計画書 

個別研究・プロジェク

ト研究 討議を軸とし

た民主主義制度の考察 

336 2013 

事業実施計画書 

2014 

事業実施計画書 

  

プロジェクト研究 体

系的な継続高等教育の

枠組みとそのあり方に

ついて（２） 

338 2014 

事業実施計画書 

   

プロジェクト研究 言

語を介した異文化コミ

ュニケーション 

339 2014 

事業実施計画書 

   

コミュニケーション支

援ボランティア養成の

ための教材の研究開発 

341 2015 

自己評価書 

2016 

事業実施計画書 

2017 

自己評価書 

 

コミュニケーション支

援ボランティア養成の

ための教材の研究開発 

344 2018 

自己評価書 

2019 

自己評価書 

2020 

自己評価書 
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事後評価                                                           

自己評価調書（研究活動用） 

 

評 価 者 山崎 ゆき子 

 

【実施目的】 

①研究テーマ プロジェクト研究：体系的な継続高等教育の枠組みとそのあり方について 

②目的・目標 今後の知識基盤社会構築において重要な役割を果たす継続高等教育につい

て、多文化共生社会実現に寄与することを目的として、その枠組みやあり方

を研究し、本機関の生涯学習事業実践のための基盤とする。 

 

【実施結果】 

③実 施 内 容 生涯学習に関する文献や資料の収集を入手可能なものから順次行い、そのう

ちの基本的なものについて、内容の整理及び分析を実施した。自治体等の生

涯学習関連の資料についても収集及び整理を実施中である。 

④
実
施
方
法 

実施期間 平成23年度〜平成25年度（3年計画）本年度2年目 

他の機関との

連携等 

なし 

⑤研究の成果物 現在、研究実施中 

⑥研究成果の活用

状況、波及効果

等 

現在、研究実施中 
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【自己評価結果】 

評価項目 評価の視点 評価結果 

⑦計画の実

効性 

◇当初計画の内容、実施方法を実践できたか。 Ａ．達成 

Ｂ．おおむね達成 

Ｃ．やや不十分 

Ｄ．未達成 

【評価結果の理由】 

生涯学習に関する先行研究や資料の収集を行い、そのうちの基本的なものについての内

容整理と分析を行った。またそれと並行して、自治体等の生涯学習関連の資料収集と整

理を実施している。しかし、初年度作成計画ではアンケート分析も研究内容に含めてい

たが、研究の方向性を明確化するため、本研究からは切り離すこととした。 

⑧目標の達

成度 

◇当初計画で立てた目標は達成できたか。 

◇研究成果は、普及し得るだけの十分な実績を得られたか。報告書

としてまとめたり、ホームページに掲載したりして、広く普及す

るための仕組みをつくっているか。 

Ａ．達成 

Ｂ．おおむね達成 

Ｃ．やや不十分 

Ｄ．未達成 

【評価結果の理由】 

今年度は開所2年目を迎え、担当講座およびその他の運営業務量が大幅に増大し、研究

とのバランスが取れない状況となっている。従って、進捗に遅れが出ている状況であ

る。 

⑨得られた

効果 

◇研究成果は、活用されているか。研究成果を実際に活用した者か
ら、満足な評価を得られているか。 

◇国際言語文化アカデミアが実施する研修講座への活用は可能か。 

Ａ．十分高い 
Ｂ．高い 
Ｃ．やや低い 

Ｄ．低い 

【評価結果の理由】 

実際に成果を出した後は国際言語文化アカデミアの事業に活用可能であるが、現段階で

はまだ成果を出すには至っていない。 

⑩研究成果

のさらな

る活用、

普及に向

けた改善

方策等 

研究成果については、研究紀要等に発表する予定であるが、上述したように、現在、担

当講座およびその他の運営業務量が大幅に増大し、研究とのバランスが取れない状況と

なっている。研究は、本機関の業務を支える重要な柱であるので、質の高い成果を得る

ためにも、もう少し研究に注力できるよう、全体の業務の見直しが必要なのではないか

と思われる。 
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自己評価書（研究活動用） 

講座群 コミュニケーション支援ボランティア養成講座  

評価者 江連 和章  

実績概要 

研究テーマ コミュニケーション支援ボランティア養成のための教材の研究開発 

①目的 コミュニケーション支援ボランティア養成のための語学教材の研究開発を行

う。 

②目標 成果物：コミュニケーション支援ボランティア養成のための英語教材 

成果物の普及：本所講座にて教材として使用する他、適宜アカデミアホーム

ページ等にて公開する。 

講座への反映：コミュニケーション支援ボランティア養成の英語講座（初歩

編、基本編、発展編） 

③実施内容 実施期間：平成27～29年度 

推進体制：主たる研究構成員として江連和章と飯田深雪が中心となり、ネイ

ティブを含む外部研究者との連携を図りながら教材研究開発を推進する。

また、英語以外の外国語によるコミュニケーション支援ボランティア養成

との比較検討や調整の有用性と必要性から、山崎ゆき子（フランス語）、

中島ベルナルド（スペイン語）、新谷雅樹（中国語）、ポルトガル語担当

講師もカリキュラム検討会議等にて適宜参加する。 

進め方：27年度より実施するコミュニケーション支援ボランティア養成の英

語講座にて調査、検証を行いながら、初歩編、基本編、発展編の順で、教

材開発を進めていく。 

 27年度：初歩編と基本編の原案作成 

→初歩編の試案を作成、現在原案化へ向けて調整中。基本編につ

いては、試案作成に向けて素材等を整理中。 

 28年度：初歩編と基本編の改訂版作成、発展編の原案作成 

29年度：初歩編と基本編の完成版作成、発展編の改訂版、完成版の作成 

④
実
施
方
法 

成果発表 学会等発表・論文発表（アカデミア紀要・その他）･出版・HP掲載 

外部資金 申請（平成○年度分）・不要 

他機関と 

の連携等 

適宜外部研究機関、研究者と連携を図る。 

→(27年度)無し 

成果物等 

⑤

成

果

等 

成果物及び

その普及 

27年度： 

学会発表 

 題目「Designing English Courses for Volunteers」 

第41回全国語学教育学会年次国際大会、平成27年11月22日 

学会発表報告 

 題目「英語ボランティア養成講座の動機づけに関わる調査研究」 

『神奈川県立国際言語文化アカデミア紀要』第５号、平成28年３月 

講座への

反映 
27年度：英語講座（初歩編、基本編）にて試用 
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自己評価 

評価項目 評価の視点 評価結果 

⑥目標達成度 

◇当初計画で立てた目標を達成できたか。 
◇研究成果は、十分な実績を得られたか。報告書作成、ホ

ームページ掲載などにより、普及を図れたか。 

Ａ．達成 
Ｂ．おおむね達成 
Ｃ．やや不十分 
Ｄ．未達成 

【評価結果の理由】 

◇新規実施の英語初歩編・基本編の講座計画・調整と同時並行的に教材の開
発研究を進めたこと、ネイティブ教員との連携が十分ではなかったこと等
により、進捗に遅れが出ている状況である。 

◇研究成果の普及という点では、研究の進捗状況に合わせて適切に行えたと
判断する。 

⑦成果の有効

性 

◇研究成果は活用されているか。研究成果を実際に活用し
た者から満足な評価を得られているか。 

◇アカデミアが実施する研修講座に反映されているか。 

Ａ．達成 
Ｂ．おおむね達成 
Ｃ．やや不十分 
Ｄ．未達成 

【評価結果の理由】 

◇英語初歩編６講座（クラス）と基本編２講座（クラス）にて活用した。 
◇受講者による評価については特に調査していないが、コミュニケーション
支援に特化した教材の使用について良しとする意見を複数得ている。 

⑧今後の改善

方策 
上記の評価結果を踏まえ、今後改善すべき点等 

 平成28年度は新規に発展編を実施するため、本年度と同様に講座計画・調
整と同時並行的に教材開発及び調整を進めることになる。時間調整を十分
に行い、ネイティブ教員とも密に連携を図りながら進捗状況の遅れを改善
する。 
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事業実施計画書（研究活動用） 

講座群 コミュニケーション支援ボランティア養成講座 

主任者  江連 和章      

計画概要 

研究テーマ コミュニケーション支援ボランティア養成のための教材の研究開発 

①目的 コミュニケーション支援ボランティア養成のための語学教材の研究開発を

行う。 

 

②目標 成果物：コミュニケーション支援ボランティア養成のための英語教材 

成果物の普及：本所講座にて教材として使用する他、適宜アカデミアホ

ームページ等にて公開する。 

講座への反映：外国語を使ってボランティアを目指すための英語講座 

（初歩編、基本編、発展編） 

 

③実施内容 実施期間：平成27～29年度 

推進体制： 

主たる研究構成員として、江連和章教授と飯田深雪准教授が中心となり英

語の教材開発研究を行い、Peter Parise講師他、アカデミア英語ネイティ

ブ教員が教材案の校閲等を行う。また、英語以外の外国語によるコミュニ

ケーション支援ボランティア養成との比較検討や調整の有用性と必要性か

ら、山崎ゆき子教授（フランス語）、中島ベルナルド教授（スペイン

語）、新谷雅樹教授（中国語）もカリキュラム検討会議等にて適宜参加す

る。適宜外部研究者との連携を図りながら教材研究開発を推進する。 

 

進め方： 

既に27年度より実施している、外国語を使ってボランティアを目指すため

の英語講座内にて調査、検証を行いながら、初歩編、基本編、発展編の順

で、教材開発を進めていく。 

 27年度：初歩編の試案を作成、年度末までには基本編の一部について試

案を作成予定 

 28年度：初歩編と基本編の原案、改訂版の作成、発展編の原案作成 

29年度：初歩編と基本編の完成版作成、発展編の改訂版、完成版の作成 

④
実
施
方
法 

成果発表 学会等発表・論文発表（アカデミア紀要・その他）･出版・HP掲載 

外部資金 申請（平成○年度分）・不要 

他機関と 

の連携等 
適宜外部研究機関、研究者と連携を図る。 

 

上記計画策定にあたって工夫した点、これまでの手法等を見直した点など 

コミュニケーション支援ボランティアを養成する講座を実施する上で、この特定目的に沿った

定番となるような良質な教材の開発が不可欠であるため、本研究を計画した。 
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自己評価書（研究活動用） 

講座群 コミュニケーション支援ボランティア養成講座  

評価者 山崎 ゆき子  

実績概要 

研究テーマ コミュニケーション支援ボランティア養成のための教材の研究開発 

①目的 コミュニケーション支援ボランティア養成のための語学教材の研究開発を行

う。 

②目標 成果物：コミュニケーション支援ボランティア養成のための英語教材 

成果物の普及：本所講座にて教材として使用する他、適宜アカデミアホー

ムページ等にて公開する。 

講座への反映：外国語を使ってボランティアを目指すための英語講座 （初

歩編、基本編、発展編） 

 

③実施内容 実施期間：平成27～29年度 

推進体制：主たる研究構成員として江連和章（平成29年度から寺澤君江に交

代）と飯田深雪が中心となり、ネイティブを含む外部研究者との連携を図

りながら教材研究開発を推進する。また、英語以外の外国語によるコミュ

ニケーション支援ボランティア養成との比較検討や調整の有用性と必要性

から、山崎ゆき子（フランス語）、中島ベルナルド（スペイン語）、新谷

雅樹（中国語）もカリキュラム検討会議等にて適宜参加する。 

進め方： 

＜平成28年度計画＞ 

 27年度：初歩編の試案を作成、年度末までには基本編の一部について試案

を作成予定 

 28年度：初歩編と基本編の原案、改訂版の作成、発展編の原案作成 

29年度：初歩編と基本編の完成版作成、発展編の改訂版、完成版の作成 

 

平成28年度では、初歩編、基本編、発展編の順で概略上記内容を計画した

が、現状における初歩編レベルの学習需要の高さを鑑み、以下のように計画

を明確化し、実施した。 

 

＜平成29年度＞ 

1. 初歩編レベルの教材を、初歩レベル学習者のためのコミュニケーション

支援の入り口となる自習用教材として明確化 

2. 当該自習用教材の開発を優先させ、時間と労力を十分にかけて初版を作  

  成 

  

④
実

施
方法 

成果発表 学会等発表・論文発表（アカデミア紀要・その他）･出版・HP掲載 

外部資金 申請（平成○年度分）・不要 
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他機関と 

の連携等 
なし 

成果物等 

⑤

成

果

等 

成果物及び

その普及 

27年度： 

学会発表 

 題目「Designing English Courses for Volunteers」 

第41回全国語学教育学会年次国際大会、平成27年11月22日 

学会発表報告 

 題目「英語ボランティア養成講座の動機づけに関わる調査研究」 

『神奈川県立国際言語文化アカデミア紀要』第５号、平成28年３月 

29年度 

初歩編レベル自習用WEB教材完成。アカデミアのホームページに平成

30年3月下旬から掲載。 

講座への

反映 

27年度：英語講座（初歩編、基本編）にて試用 

29年度：英語講座（基本編、発展編、テキスト・リーディング）受講者に 

試用 

自己評価 

評価項目 評価の視点 評価結果 

⑥目標達成度 

◇当初計画で立てた目標を達成できたか。 
◇研究成果は、十分な実績を得られたか。報告書作成、ホ

ームページ掲載などにより、普及を図れたか。 

Ａ．達成 
Ｂ．おおむね達成 
Ｃ．やや不十分 
Ｄ．未達成 

【評価結果の理由】 

◇対象を明確化したことにより、時間と労力をかけて講座目的に適した有用
性の高い教材を完成させることができた。 

◇ホームページ公開により、英語講座受講者の利用とともに、講座を受講で
きない方々の利用も可能となり、普及が図れたと考える。 

⑦成果の有効

性 

◇研究成果は活用されているか。研究成果を実際に活用し
た者から満足な評価を得られているか。 

◇アカデミアが実施する研修講座に反映されているか。 

Ａ．達成 
Ｂ．おおむね達成 
Ｃ．やや不十分 
Ｄ．未達成 

【評価結果の理由】 

◇英語基本編１講座（クラス）と発展編１講座（クラス）、テキスト・リー
ディング講座（1クラス）にて試用し、今後も受講者に活用してもらう予定で
ある。 
◇受講者によるモニタリング調査において、すべての項目に関して、平均
90％の受講者から「役に立つ」という評価を得ている。 

⑧今後の改善

方策 
上記の評価結果を踏まえ、今後改善すべき点等 

 平成30年度は音声を入れた改訂版を作成し、一層使いやすいものとする。 
なお、初歩編作成の経験を活かし、平成30年度から3年計画で基本編レベル
の教材を開発する予定である。 
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自己評価書（研究活動用） 

講座群 コミュニケーション支援ボランティア養成講座  

評価者 山崎 ゆき子  

実績概要 

研究テーマ コミュニケーション支援ボランティア養成のための教材の研究開発 

①目的 コミュニケーション支援ボランティア養成のための語学教材の研究開発を行

う。 

②目標 成果物：コミュニケーション支援ボランティア養成のための自習用英語WEB教

材 

成果物の普及：本所ホームページにて公開し、県民の英語によるコミュニ

ケーション支援活動に資する。 

 

③実施内容 実施期間：平成30～32年度 

 

・30年度は、29年度に作成した英語初歩編レベル向け自習用WEB教材に、音声

を追加するとともに、使用者の反応を参考に、より使いやすい内容に改良し

た改訂版を作成する。 

・上記作業と並行し、初歩編レベル向け教材作成でのノウハウと経験を生か

し、基本編レベル向け自習用WEB教材の研究開発を行う。 

 

＜研究実施体制＞ 

・作成の主たる研究構成員として、英語担当教員である飯田深雪と寺澤君江

が中心となり英語の教材開発研究を行う。さらに、英語以外の外国語による

コミュニケーション支援ボランティア養成との比較検討や調整の有用性と必

要性から、山崎ゆき子（フランス語）、中島ベルナルド（スペイン語）、新

谷雅樹（中国語）も作成検討会議等に参加し、異文化理解支援事業担当教員

全員で教材全体の作成を行う。英語部分校閲及び音声録音については、英語

ネイティブ教員の協力を得る。また、必要な場合には、適宜外部研究機関、

研究者と連携を図る。 

 

＜計画＞ 

 30年度：初歩編に音声を組み込んだ改訂版の作成 

基本編の構成内容の検討と素案の作成 

 31年度：基本編の原案作成 

32年度：基本編の完成版作成 

   

④
実
施
方
法 

成果発表 学会等発表・論文発表（アカデミア紀要・その他）･出版・HP掲載 

外部資金 申請（平成○年度分）・不要 

他機関と 

の連携等 
なし 
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成果物等 

⑤

成

果

等 

成果物及び

その普及 

 30年度：・初歩編に音声を組み込んだ改訂版完成 

・当所ホームページに平成30年10月から掲載 

     ・研究紀要への投稿 

題目「外国語を使ってボランティアを目指すための語学講座

英語（初歩編）～自習用WEB教材の作成～」 

『神奈川県立国際言語文化アカデミア紀要』第8号、 

平成31年3月 

     ・基本編の素案および第1課の試案作成 

講座への

反映 

英語講座（初歩編、基本編）受講者に対し、講座での学習内容の定着を目

的とした復習教材としての利用を提案。 

 

自己評価 

評価項目 評価の視点 評価結果 

⑥目標達成度 

◇当初計画で立てた目標を達成できたか。 
◇研究成果は、十分な実績を得られたか。報告書作成、ホ

ームページ掲載などにより、普及を図れたか。 

Ａ．達成 
Ｂ．おおむね達成 
Ｃ．やや不十分 
Ｄ．未達成 

【評価結果の理由】 

◇初歩編に関しては、内容を一部変更するとともに音声と動画を組み込んだ
ことにより、神奈川県に適したより有用性の高い教材を完成させることが
できた。 

◇ホームページ公開および当所研究紀要に報告を発表したことにより、多く
の方々に対して普及が図れたと考える。 

◇基本編に関しては、作業は計画通り進んでいる。 

⑦成果の有効

性 

◇研究成果は活用されているか。研究成果を実際に活用し
た者から満足な評価を得られているか。 

◇アカデミアが実施する研修講座に反映されているか。 

Ａ．達成 
Ｂ．おおむね達成 
Ｃ．やや不十分 
Ｄ．未達成 

【評価結果の理由】 

◇当初ホームページ掲載の教材の4月から12月までの閲覧数が、合計2,800以
上となっており、講座受講者を含め多くの方々に利用されていると思われ
る。 
 

⑧今後の改善

方策 
上記の評価結果を踏まえ、今後改善すべき点等 

 初歩編作成の経験を活かし、平成30年度から3年計画で実施している基本編
レベルの教材開発を着実に進める。 
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自己評価書（研究活動用） 

講座群 コミュニケーション支援ボランティア養成講座  

評価者 山崎 ゆき子  

実績概要 

研究テーマ コミュニケーション支援ボランティア養成のための教材の研究開発 

①目的 コミュニケーション支援ボランティア養成のための語学教材の研究開発を行

う。 

②目標 成果物：コミュニケーション支援ボランティア養成のための自習用英語WEB教

材 

成果物の普及：本所ホームページにて公開し、県民の英語によるコミュニ

ケーション支援活動に資する。 

 

③実施内容 実施期間：2018～2020年度 

 

・2019年度は、2018年度に作成した英語初歩編レベル向け音声付き自習用WEB

教材改訂版を、使用者の反応を参考に、より使いやすい内容に改良した再

改訂版を作成する。 

・上記作業と並行し、初歩編レベル向け教材作成でのノウハウと経験を生か

し、基本編レベル向け自習用WEB教材の研究開発を行う。 

 

＜研究実施体制＞ 

・作成の主たる研究構成員として、英語担当教員である寺澤君江が中心とな

り英語の教材開発研究を行い、山崎ゆき子（フランス語）が作成を統括す

る。さらに、異文化理解なども含め、英語以外の外国語によるコミュニケ

ーション支援ボランティア養成との比較検討や調整の有用性と必要性か

ら、中島ベルナルド（スペイン語）、新谷雅樹（中国語）も作成検討会議

等に参加し、異文化理解支援事業担当教員全員で教材全体の作成を行う。

英語部分校閲及び音声録音については、英語ネイティブ教員の協力を得

る。また、必要な場合には、適宜外部研究機関、研究者と連携を図る。 

 

＜計画＞ 

 2018年度：初歩編に音声を組み込んだ改訂版の作成 

基本編の構成内容の検討と素案の作成 

 2019年度：初歩編の再改訂版の作成、基本編の原案作成 

2020年度：基本編の完成版作成 

   

④
実
施
方
法 

成果発表 学会等発表・論文発表（アカデミア紀要・その他）･出版・HP掲載 

外部資金 申請・不要 

他機関と 

の連携等 
なし 
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成果物等 

⑤

成

果

等 

成果物及

びその普

及 

 2018年度：・初歩編に音声を組み込んだ改訂版完成 

・当所ホームページに2018年10月から掲載 

      ・研究紀要への投稿 

題目「外国語を使ってボランティアを目指すための語学講

座英語（初歩編）～自習用WEB教材の作成～」 

『神奈川県立国際言語文化アカデミア紀要』第８号、 

平成31年３月 

      ・基本編の素案および第1課の試案作成 

 2019年度：・2018年度に作成した音声付き初歩編の再改訂版完成 

      ・基本編の原案作成 

 

講座への

反映 

英語講座（初歩編、基本編）受講者に対し、講座での学習内容の定着を目

的とした復習教材としての利用を提案。 

 

自己評価 

評価項目 評価の視点 評価結果 

⑥目標達成度 

◇当初計画で立てた目標を達成できたか。 
◇研究成果は、十分な実績を得られたか。報告書作成、ホ

ームページ掲載などにより、普及を図れたか。 

Ａ．達成 
Ｂ．おおむね達成 
Ｃ．やや不十分 
Ｄ．未達成 

【評価結果の理由】 

◇初歩編に関しては、内容を一部変更することにより、受講者が一層利用し
やすいようにした。 

◇ホームページ公開により、多くの方々に対して普及が図れたと考える。 
◇基本編に関しては、作業に遅れが生じている。 
 

⑦成果の有効

性 

◇研究成果は活用されているか。研究成果を実際に活用し
た者から満足な評価を得られているか。 

◇アカデミアが実施する研修講座に反映されているか。 

Ａ．達成 
Ｂ．おおむね達成 
Ｃ．やや不十分 
Ｄ．未達成 

【評価結果の理由】 

◇当初ホームページ掲載の教材の2019年４月から2020年３月までの閲覧数
が、合計3,596件となっており、講座受講者を含め多くの方々に利用されて
いると思われる。 

 

⑧今後の改善

方策 
上記の評価結果を踏まえ、今後改善すべき点等 

 初歩編作成の経験を活かし、2018年度から３年計画で実施している基本編
レベルの教材開発を進め完成させる。 
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自己評価書（研究活動用） 

講座群 コミュニケーション支援ボランティア養成講座  

評価者 山崎 ゆき子  

実績概要 

研究テーマ コミュニケーション支援ボランティア養成のための教材の研究開発 

①目的 コミュニケーション支援ボランティア養成のための語学教材の研究開発を行

う。 

②目標 成果物：コミュニケーション支援ボランティア養成のための自習用英語WEB教

材 

成果物の普及：本所ホームページにて公開し、県民の英語によるコミュニ

ケーション支援活動に資する。 

③実施内容 実施期間：2018～2020年度 

 

・2020年度は、2019年度に作成した英語初歩編レベル向け音声付き自習用WEB

教材の再改定版に続き、そのノウハウと経験を生かし、基本編レベル向け自

習用WEB教材の研究開発を行い完成させる計画であった。 

・しかし、作成の主たる研究構成員である英語担当教員および異文化理解や

英語以外の外国語との比較検討の観点から参加していたスペイン語担当教員

が退職したことに加え、新型コロナへの対応を優先させたことから、基本編

の作成を中止した。 

 

＜当初計画の研究実施体制＞ 

・作成の主たる研究構成員として、英語担当教員である寺澤君江が中心とな

り英語の教材開発研究を行い、山崎ゆき子（フランス語）が作成を統括す

る。さらに、異文化理解なども含め、英語以外の外国語によるコミュニケー

ション支援ボランティア養成との比較検討や調整の有用性と必要性から、中

島ベルナルド（スペイン語）、新谷雅樹（中国語）も作成検討会議等に参加

し、異文化理解支援事業担当教員全員で教材全体の作成を行う。英語部分校

閲及び音声録音については、英語ネイティブ教員の協力を得る。また、必要

な場合には、適宜外部研究機関、研究者と連携を図る。 

 

＜計画＞ 

 2018年度：初歩編に音声を組み込んだ改訂版の作成 

基本編の構成内容の検討と素案の作成 

 2019年度：初歩編の再改訂版の作成、基本編の原案作成 

2020年度：基本編の完成版作成   

④
実
施

方
法 

成果発表 学会等発表・論文発表（アカデミア紀要・その他）･出版・HP掲載 

外部資金 申請（平成○年度分）・不要 
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他機関と 

の連携等 
なし 

成果物等 

⑤

成

果

等 

成果物及び

その普及 

 2018年度：・初歩編に音声を組み込んだ改訂版完成 

・当所ホームページに2018年10月から掲載 

      ・研究紀要への投稿 

題目「外国語を使ってボランティアを目指すための語学講

座英語（初歩編）～自習用WEB教材の作成～」 

『神奈川県立国際言語文化アカデミア紀要』第8号、 

平成31年3月 

      ・基本編の素案および第1課の試案作成 

 2019年度：・2018年度に作成した音声付き初歩編の再改訂版完成 

      ・基本編の原案作成 

 2020年度：・基本編完成版の作成を中止 

講座への

反映 
なし。 

自己評価 

評価項目 評価の視点 評価結果 

⑥目標達成度 

◇当初計画で立てた目標を達成できたか。 
◇研究成果は、十分な実績を得られたか。報告書作成、ホ

ームページ掲載などにより、普及を図れたか。 

Ａ．達成 
Ｂ．おおむね達成 
Ｃ．やや不十分 
Ｄ．未達成 

【評価結果の理由】 

◇基本編を完成させることができなかった。 
 

⑦成果の有効

性 

◇研究成果は活用されているか。研究成果を実際に活用し
た者から満足な評価を得られているか。 

◇アカデミアが実施する研修講座に反映されているか。 

Ａ．達成 
Ｂ．おおむね達成 
Ｃ．やや不十分 
Ｄ．未達成 

【評価結果の理由】 

◇当所ホームページ掲載の初歩編の閲覧数は2020年4月から2020年12月までで
合計2,017件、2019年4月からの合計は5,703件となっており、講座受講者を
含め多くの方々に利用されていると思われるが、基本編は作成を中止し公
開していない。 

 

⑧今後の改善

方策 
上記の評価結果を踏まえ、今後改善すべき点等 

 当所ホームページに現在掲載している初歩編再改定版を、アカデミア閉所
後も継続して公開するとともに県民への周知を図り、今後も利用してもら
えるようにする。 
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